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本
書
は
、
著
者
が
二
〇
〇
八
／
〇
九
年
冬
学
期
に
テ
ユ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学

（
ド
イ
ツ
）
に
提
出
し
た
博
士
論
文
を
公
刊
し
た
も
の
で
、
一
九
世
紀
前
半

の
ア
ル
ザ
ス
に
お
け
る
、
地
域
並
び
に
国
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
を

考
察
し
て
い
る
。
最
初
に
、
本
書
の
執
筆
背
景
と
構
成
に
つ
い
て
記
し
た
後
、

各
論
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
上
で
、
本
書
全
体
に
関
わ
る
問
題
点
を
取
り

上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
ず
、
本
書
の
大
き
な
動
機
を
な
す
の
は
、
近
年
の
国
民
国
家
と
地
域
に

関
す
る
研
究
の
進
展
で
あ
る
。
旧
来
の
国
民
主
義
的
な
研
究
で
は
、
地
域
は
、

国
民
形
成
の
阻
害
要
因
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
む
し

ろ
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
国
民
的
な
そ
れ
が
相
互
補
完
的
に
形
成
さ

れ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
両
者
を
媒
介
し
た
の
が
、
「
小

さ
な
樫
國
需
簿
Φ
O
讐
ほ
Φ
」
（
ド
イ
ツ
で
は
「
故
郷
頃
Φ
ぎ
讐
」
）
と
よ
ば
れ

　
　
　
　
　
①

る
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
小
さ
な
祖
国
口
地
域
」
は
、
「
大
き
な
祖
國

1
1
国
民
国
家
」
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
民
（
文
化
）
の
多
様

性
を
保
障
す
る
要
素
で
あ
っ
た
。

　
仏
独
両
国
の
境
界
に
位
遣
す
る
ア
ル
ザ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
祖
国

の
中
で
も
、
国
民
、
地
域
、
ロ
ー
カ
ル
の
三
つ
の
次
元
に
お
け
る
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
過
程
の
交
錯
と
背
反
を
考
察
す
る
上
で
、
他
に
類
例
の

な
い
地
域
で
あ
る
（
一
〇
1
　
一
頁
）
。
し
か
し
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
ア
ル

ザ
ス
が
ド
イ
ツ
帝
国
に
属
し
た
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
～
八
年
ま
で
の
時
期

に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
が
多
数
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
前
の
時
期
に
つ
い

て
は
皆
無
に
等
し
い
。
だ
が
、
革
命
を
経
て
国
民
国
家
と
な
っ
た
フ
ラ
ン
ス

に
関
し
て
は
、
国
民
・
地
域
形
成
の
過
程
並
び
に
両
考
の
関
係
は
、
遅
く
と

も
一
九
世
紀
前
半
に
ま
で
遡
っ
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
一

九
世
紀
前
半
の
ア
ル
ザ
ス
に
お
い
て
、
ア
ル
ザ
ス
人
の
「
我
々
意
識
」
や
地

域
意
識
が
ど
の
よ
う
な
形
で
表
現
さ
れ
た
か
、
こ
れ
ら
と
国
民
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
は
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
を
問
い
、
か
つ
、
上
述
の
、
近
年
の
研

究
が
提
示
し
た
テ
ー
ゼ
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
こ
と
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

　
次
に
、
構
成
だ
が
、
序
論
（
本
書
の
章
立
て
番
号
1
）
に
続
き
、
E
は
、

ア
ル
ザ
ス
の
帰
属
問
題
に
関
す
る
議
論
を
、
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
か
ら
ウ

ィ
ー
ン
会
議
に
至
る
一
八
＝
二
か
ら
一
五
年
ま
で
の
時
期
（
H
．
1
）
、
及

び
、
～
八
四
〇
／
四
～
年
の
「
ラ
イ
ン
危
機
」
の
時
期
（
■
．
2
）
に
関
し

て
分
析
す
る
。
皿
で
は
、
祝
祭
と
記
念
碑
が
考
察
さ
れ
、
一
八
四
〇
年
の
ス

ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
お
け
る
ク
レ
ベ
ー
ル
将
軍
の
追
悼
式
と
記
念
碑
の
除
幕

（
皿
．
1
）
、
一
入
四
〇
年
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
お
け
る
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

記
念
祭
と
記
念
像
の
除
幕
（
皿
．
2
）
、
そ
し
て
、
一
八
四
八
年
の
、
コ
ル

マ
ー
ル
、
ミ
ュ
ル
ー
ズ
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
お
け
る
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
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評書

ア
講
和
二
〇
〇
周
年
記
念
祭
と
記
念
碑
の
定
礎
式
（
皿
．
3
）
の
三
つ
が
そ

の
対
象
と
な
る
。
そ
し
て
最
後
に
結
論
部
（
W
）
が
来
る
。
な
お
、
著
者
の

関
心
は
、
公
共
空
間
に
お
け
る
書
風
の
分
析
に
ほ
ぼ
絞
ら
れ
て
い
る
た
め
、

利
用
史
料
は
、
新
聞
を
主
と
す
る
刊
行
物
が
中
心
で
、
こ
れ
を
補
う
限
り
で

官
公
庁
の
報
告
書
な
ど
の
未
公
刊
史
料
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
斑
で

は
、
図
版
も
補
足
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
各
論
の
内
容
に
移
ろ
う
。
ま
ず
、
H
，
1
で
は
、
「
ア
ル
ザ
ス
問

題
」
に
関
す
る
典
型
的
な
言
説
が
、
一
九
世
紀
後
半
で
は
な
く
前
半
に
す
で

に
見
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
ン
ト
や
ゲ
レ
ス
な
ど

の
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
が
、
ド
イ
ツ
語
と
ド
イ
ツ
文
化
の
共
通
性
に

基
づ
い
て
、
ア
ル
ザ
ス
の
ド
イ
ツ
へ
の
帰
属
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
ア
ル

ザ
ス
で
は
、
詩
人
の
E
・
ス
ト
ベ
ー
ル
が
、
ア
ル
ザ
ス
が
ド
イ
ツ
と
文
化
的

つ
な
が
り
を
持
つ
一
方
で
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
を
も
摂
取
し
て
き
た
こ
と
を
述

べ
た
上
で
、
文
化
と
政
治
を
区
別
し
、
共
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
経
験
し
た
フ

ラ
ン
ス
こ
そ
が
ア
ル
ザ
ス
人
の
祖
国
だ
と
言
明
し
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、

著
者
は
、
ス
ト
ベ
ー
ル
の
反
論
か
ら
、
彼
の
国
民
意
識
だ
け
で
な
く
、
仏
独

二
重
文
化
に
基
づ
く
ア
ル
ザ
ス
地
域
意
識
の
萌
芽
を
も
見
て
取
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
ラ
イ
ン
危
機
と
は
、
一
八
三
九
－
四
一
年
の
エ
ジ
プ
ト
危
機

と
の
関
連
で
、
フ
ラ
ン
ス
世
論
が
、
ウ
ィ
ー
ン
体
制
の
修
正
と
ラ
イ
ン
左
岸

地
域
の
回
復
を
求
め
た
こ
と
が
ド
イ
ツ
世
論
を
刺
激
し
、
仏
器
関
係
が
緊
張

し
た
こ
と
を
指
す
。
∬
．
2
は
、
こ
の
ラ
イ
ン
危
機
に
お
け
る
独
仏
新
聞
紙

上
の
論
戦
と
、
こ
れ
に
関
与
し
た
ア
ル
ザ
ス
紙
の
主
張
を
分
析
し
、
こ
の
出

来
事
と
、
ア
ル
ザ
ス
の
国
民
・
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
を
問

う
て
い
る
。

　
ま
ず
、
仏
独
の
筆
戦
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
国
民
観
の
相
違
と
過
去
の

記
憶
の
持
続
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
側
は
、
ラ
イ
ン
を
侵
略
す

る
意
図
は
な
く
、
自
由
を
与
え
て
解
放
す
る
の
だ
と
主
張
し
、
ラ
イ
ン
住
民

も
こ
れ
を
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
と
報
じ
て
い
た
。
対
し
て
、
自
由
よ
り
も
国

民
・
民
族
の
一
体
性
が
重
視
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
征
服
欲
は

こ
の
一
体
性
を
著
し
く
侵
害
す
る
と
さ
れ
、
ラ
イ
ン
要
求
に
は
ア
ル
ザ
ス
の

回
復
を
も
っ
て
応
じ
る
旨
が
発
信
さ
れ
た
。
著
者
は
明
番
し
て
い
な
い
が
、

本
書
の
記
述
を
評
者
な
り
に
解
釈
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
の
主
張
の
背
後
に
は
、

ラ
イ
ン
地
域
は
、
革
命
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
支
配
の
遺
産
と
記

憶
を
肯
定
的
な
意
味
で
保
持
し
て
い
る
と
の
観
測
と
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に

生
ま
れ
た
国
民
観
、
す
な
わ
ち
、
革
命
の
諸
原
理
や
こ
れ
が
生
み
出
し
た
諸

制
度
に
賛
同
す
る
者
こ
そ
が
国
民
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
と
見
て
よ

い
。
他
方
、
ド
イ
ツ
で
は
、
自
由
の
名
の
下
に
圧
政
を
敷
い
た
フ
ラ
ン
ス
支

配
に
ド
イ
ツ
民
族
が
一
致
団
結
し
て
戦
い
、
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
と
い
う

「
解
放
戦
争
」
の
記
憶
と
神
話
が
大
き
く
作
用
し
て
お
り
、
理
念
や
二
度
の

普
遍
性
と
そ
れ
へ
の
賛
同
よ
り
も
、
民
族
の
～
体
性
こ
そ
が
国
民
形
成
の
核

と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ラ
イ
ン
危
機
で
は
、
上
の
よ
う
な
主
張
の
応
酬
が
な
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ

の
こ
と
は
単
に
上
平
の
国
民
意
識
を
高
揚
さ
せ
た
の
み
な
ら
ず
、
国
民
観
の

違
い
が
、
互
い
の
国
民
統
合
の
原
理
を
よ
り
強
固
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と

評
者
に
は
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
自
由
の
名
を
騙
る

こ
と
へ
の
ド
イ
ツ
側
の
不
信
、
解
放
戦
争
時
の
記
憶
や
「
憎
悪
」
に
囚
わ
れ

す
ぎ
る
こ
と
へ
の
フ
ラ
ン
ス
側
の
疑
問
な
ど
、
双
方
に
理
の
あ
る
指
摘
が
見

ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
国
民
の
相
互
理
解
を
示
唆
す
る
よ
う
な
言
説

は
、
本
書
か
ら
ほ
と
ん
ど
見
て
と
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

ド
イ
ツ
側
に
、
民
族
の
一
体
性
に
固
執
す
る
こ
と
の
危
険
を
指
摘
す
る
論
者
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も
い
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
こ
の
仏
画
論
争
は
、
ア
ル
ザ
ス
を
ド
イ
ツ
的
国
民
観
か
ら
さ
ら
に

遠
ざ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
ザ
ス
紙
は
、
ア
ル
ザ
ス
と
フ

ラ
ン
ス
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
し
た
上
で
、
書
語
と
文
化
の
共
通
性
は
政
治

的
帰
属
と
は
別
問
題
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ザ
ス
領
有
を
拒
絶
す
る
点
で

一
致
し
て
い
る
。
但
し
、
E
，
1
の
時
期
と
異
な
る
の
は
、
ド
イ
ツ
と
の
文

化
的
・
民
族
的
共
通
性
と
い
う
点
か
ら
も
距
離
を
取
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
目

立
つ
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ア
ル
ザ
ス
人
は
ド
イ
ツ
民
族
に
属
す
る
と
い

う
見
解
に
対
し
て
、
現
在
の
ア
ル
ザ
ス
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
、
フ
ラ

ン
ス
的
な
教
育
を
受
け
た
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
い
う
反
論
が
見
ら
れ
た
。

四
〇
年
代
後
半
に
は
、
ア
ル
ザ
ス
人
は
ケ
ル
ト
人
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
系
で
は

な
い
と
す
る
主
張
す
ら
出
現
す
る
。
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
文
化
的
同
化

を
主
張
す
る
人
々
は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
属
に
賛
同
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ド
イ
ツ
と
の
文
化
的
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
田
々
を
「
ド
イ
ツ
派
」

と
し
て
．
断
罪
し
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ら
は
金
て
、
ア
ル
ザ
ス
要
求
の
正
当
性

を
ド
イ
ツ
か
ら
奪
う
た
め
の
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
本
書
が
分
析
し
た
ア
ル
ザ
ス
紙
の
論
調
は
基
本
的
に
フ
ラ
ン
ス
よ
り
で
あ

る
が
、
そ
こ
か
ら
は
調
停
者
と
し
て
の
独
自
の
立
場
も
読
み
取
れ
る
。
例
え

ば
、
ラ
イ
ン
危
機
以
前
に
は
、
親
仏
事
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
者
や

民
主
主
義
者
ま
で
も
が
反
仏
事
に
な
っ
た
の
は
、
自
由
主
義
運
動
を
恐
れ
る

ド
イ
ツ
諸
侯
が
、
過
去
の
フ
ラ
ン
ス
支
配
の
記
憶
を
利
用
し
て
彼
ら
の
憎
悪

を
煽
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
ド
イ
ツ
自
由
主
義
の
進

展
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
だ
と
説
い
た
。
そ
し
て
、
過
去
の
フ
ラ
ン
ス
支
配
の

よ
い
面
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
促
し
た
。
し
か
し
、
共
和
派
系
の
「
バ
鋒
ラ

ン
通
信
扁
紙
の
よ
う
に
、
他
方
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
侵
略
者
で
は
な
く
解
放

者
で
あ
る
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
側
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
擁
護
し
た
た
め
、
上

の
よ
う
な
説
得
も
ド
イ
ツ
で
は
欺
隔
と
し
か
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
但

し
、
穏
健
派
の
「
ア
ル
ザ
ス
」
紙
が
、
仏
首
相
テ
イ
エ
ー
ル
が
反
独
世
論
を

徒
に
煽
っ
て
い
る
と
非
難
す
る
｝
方
、
フ
ラ
ン
ス
が
ラ
イ
ン
を
要
求
す
る
の

は
、
ド
イ
ツ
が
ア
ル
ザ
ス
を
求
め
る
の
と
岡
様
、
誤
り
だ
と
し
て
い
る
の
は

注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
ル
ザ
ス
独
自
の
立
場
は
、
仏
独
双
方

の
文
化
と
の
関
わ
り
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
く
境
界
地
域
で
あ
る
ラ
イ
ン
地
域

へ
の
理
解
に
も
由
来
す
る
よ
う
に
評
者
に
は
感
じ
ら
れ
た
。

　
皿
は
、
三
つ
の
祝
祭
の
目
的
、
性
格
と
構
造
、
担
い
手
、
反
響
、
祝
祭
と

独
仏
関
係
と
の
関
連
性
、
さ
ら
に
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ

ア
の
両
祝
祭
に
関
し
て
は
、
「
ド
イ
ツ
的
過
去
」
の
位
置
づ
け
を
問
い
、
そ

こ
か
ら
地
域
と
国
民
の
関
係
を
描
き
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
各
祭
典
の

細
部
は
割
愛
し
、
上
記
の
問
題
点
に
即
し
て
、
本
書
の
内
容
を
略
述
し
た
い
。

　
～
九
世
紀
は
国
民
的
祭
典
・
記
念
碑
の
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
本
書
の
三

祭
典
も
国
民
的
性
格
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
ザ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
強
い

結
び
つ
き
を
示
す
こ
と
が
祭
典
の
主
題
で
あ
っ
た
。
革
命
期
に
ヴ
ァ
ン
デ
や

エ
ジ
プ
ト
戦
線
で
活
躍
し
た
軍
人
ク
レ
ベ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
忠
誠
を
誓

う
ア
ル
ザ
ス
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ク
レ
ベ
ー
ル
祭
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ

の
シ
ャ
ト
ー
デ
ィ
フ
に
遣
か
れ
て
い
た
彼
の
亡
骸
を
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
に
移

し
て
追
悼
し
、
郷
土
の
英
雄
を
顕
彰
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
グ
ー
テ

ン
ベ
ル
ク
祭
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
が
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
印
欄
術
を
「
発

明
」
し
た
と
い
う
前
提
に
立
ち
、
印
刷
術
の
人
類
に
対
す
る
普
遍
的
役
割
を

強
調
し
つ
つ
、
さ
ら
に
、
こ
れ
が
啓
蒙
主
義
や
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
生
む
に
至

っ
た
と
い
う
解
釈
を
採
る
こ
と
で
、
ア
ル
ザ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
史
へ
の
貢
献
を

示
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
二
〇
〇
周
年
は
、
ア
ル
ザ
ス
が
フ
ラ
ン
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評
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田

ス
と
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
で
、
革
命
・
帝
政
期
の
フ
ラ
ン
ス
の
発
展
に
寄
与

し
た
事
を
祝
う
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
祭
典
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
酒
番
へ
の
帰
属
を
示
す
も
の

と
し
て
、
三
色
旗
や
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
使
用
さ
れ
、

さ
ら
に
国
家
を
代
表
す
る
軍
隊
な
い
し
国
民
衛
兵
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
行
わ

れ
た
。
但
し
、
こ
こ
で
【
一
一
一
口
う
フ
ラ
ン
ス
へ
の
患
誠
は
、
革
命
・
帝
政
期
の
記

憶
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
七
月
王
政
は
、
祭
典
が
共
和
派
の
反
体
制
運
動
に

利
用
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
た
。
実
際
、
グ
！
テ
ン
ベ
ル
ク
祭
で
は
、
共
和
派

が
最
終
的
に
主
導
権
を
握
り
、
ま
た
、
七
月
王
政
の
言
論
統
制
に
対
し
て
出

版
の
自
由
が
擁
護
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
パ
リ
政
府
は
、

ア
ル
ザ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
属
意
識
ま
で
も
疑
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
れ
故
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
属
を
示
す
行
為
は
、
国
内
向
け
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
対
ド
イ
ツ
向
け
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
第
二
共
和
門
下
の
ウ
ェ
ス

ト
フ
ァ
リ
ア
祭
は
、
ド
イ
ツ
で
ア
ル
ザ
ス
領
有
を
め
ぐ
る
議
論
が
再
び
活
発

化
し
た
こ
と
が
直
接
の
契
機
で
あ
っ
た
。
但
し
、
そ
こ
で
は
ド
イ
ツ
へ
の
攻

撃
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
諸
民
族
の
融
和
や
独
仏
友
貯
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。

実
際
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
祭
で
は
国
境
を
越
え
た
民
主
主
義
者
の
会
合
が

あ
り
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
祭
で
も
多
く
の
ド
イ
ツ
人
の
来
訪
が
あ
っ
た
。
加

え
て
、
ド
イ
ツ
的
過
去
も
否
定
さ
れ
ず
、
後
者
で
は
、
帝
国
都
市
シ
ュ
ト

ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
紋
章
や
同
市
を
象
徴
す
る
マ
リ
ア
旗
が
掲
げ
ら
れ
る
と
と

も
に
、
手
工
業
者
行
列
で
は
、
旧
来
の
ツ
ン
フ
ト
の
旗
や
衣
装
も
用
い
ら
れ

た
。
前
者
で
も
類
似
の
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
す
で
に
祭
典
の
地

域
的
か
つ
ロ
ー
カ
ル
な
特
性
が
姿
を
見
せ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
特
性
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
が
、
三
つ
の
祭
典
は
、
国
民
的
性
格

と
並
ん
で
、
強
い
地
域
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
地
域
祭
典
に

と
ど
ま
っ
た
と
評
春
に
は
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
ア
ル
ザ
ス
を
除
け
ば
、

三
祭
典
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
反
響
は
乏
し
く
、
ま
た
、
祭
典
の
企

颪
・
実
行
を
主
導
し
た
の
は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
の
官
吏
、
知
識
人
、
名

望
家
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
は
ア
ル
ザ
ス
の
他
都
市
の
場
合
も
同
様
だ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
国
家
の
側
で
こ
れ
に
関
与
し
た
の
は
、
基
本
的
に
県
知
事
に
限

ら
れ
る
（
但
し
、
ク
レ
ベ
ー
ル
祭
の
実
現
に
は
軍
部
も
関
与
し
て
い
る
）
。

記
念
碑
建
設
の
寄
付
金
集
め
は
、
国
内
外
の
複
数
の
都
市
で
行
わ
れ
、
国
王

や
大
臣
も
寄
付
者
の
列
に
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
ア
ル
ザ
ス
住

民
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
祭
典
へ
の
参
加
も
ほ
と
ん
ど
が
ア
ル
ザ
ス
か
ら
で
あ

り
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
祭
の
み
、
パ
リ
や
リ
ヨ
ン
な
ど
國
内
の
複
数
の
都
市

か
ら
代
表
団
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
（
そ
の
意
味
で
、
著
者
は
こ
の
祭
典
の
み

地
域
的
性
格
を
も
っ
た
国
民
祭
典
と
記
し
て
い
る
）
。

　
し
か
し
、
関
与
者
の
大
半
が
ア
ル
ザ
ス
人
だ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
の
全

て
が
こ
れ
ら
の
祭
典
を
支
持
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク

勢
力
は
、
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
像
の
台
座
レ
リ
ー
フ
に
当
初
ル
タ
ー
が
描
き
入

れ
ら
れ
た
こ
と
を
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
印
刷
術
の
占
有
と
見
て
、
こ

れ
を
強
く
非
難
し
た
。
そ
の
た
め
、
ル
タ
ー
は
エ
ラ
ス
ム
ス
に
替
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
祭
に
対
し
て
は
、
ル
イ
～
四
世
の
支
配
を
正
当

化
す
る
も
の
と
い
っ
た
批
判
や
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る

祭
典
よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
文
化
的
同
化
を
推
進
す
る
た
め
、
教
育
に
資

金
を
回
す
べ
き
と
い
っ
た
見
解
も
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
文
化
の
軽

視
を
危
惧
す
る
「
ド
イ
ツ
二
二
か
ら
は
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
の
文
書
館
員

」
・
シ
ュ
ネ
ー
ガ
ン
ス
が
、
ア
ル
ザ
ス
人
は
、
ド
イ
ツ
的
民
族
性
ゆ
え
に
、

完
全
な
フ
ラ
ン
ス
人
に
は
な
り
え
な
い
と
指
摘
し
た
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
の

同
化
を
無
批
判
に
肯
定
す
る
の
で
は
な
く
、
仏
独
二
重
文
化
の
維
持
に
努
め
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る
こ
と
が
、
両
国
の
調
停
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
上
で
重
要
だ
と
述
べ

た
。
ま
た
、
本
書
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
一
般
市
民
・
民
衆
も
観
客
と
し
て

祝
祭
に
参
加
し
、
概
ね
こ
れ
に
好
意
的
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
、
ウ
ェ
ス
ト

フ
ァ
リ
ア
祭
で
は
、
行
列
の
主
役
の
座
を
軍
に
奪
わ
れ
た
こ
と
へ
の
不
満
も

あ
っ
た
と
い
う
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
、
著
者
は
、
ア
ル
ザ
ス
人
の
祖
国
は
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ

た
と
結
論
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
国
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
強
め
た
の
は
、

一
九
世
紀
前
半
の
仏
独
の
戦
争
と
危
機
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
、
地
域
と
国

民
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
後
者
に
従
属
し
た
と
指
摘
し
た
上
で
、
ラ

イ
ン
危
機
で
は
、
地
域
は
（
そ
の
境
界
性
ゆ
え
に
）
国
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
が
確
立
す
る
場
と
し
て
機
能
し
、
他
方
、
記
念
祭
典
に
お
い
て
は
、
地
域

性
の
確
認
と
国
民
意
識
の
表
明
は
相
互
補
完
無
関
係
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

但
し
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
属
や
文
化
的
同
化
を
積
極
的
に
歓
迎
し
た
か
否
か
、

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
党
派
、
宗
派
、
社
会
集
団
に
よ
っ
て
見
解
が
分

か
れ
る
と
留
保
し
て
い
る
。
だ
が
、
ド
イ
ツ
へ
の
帰
属
は
問
題
に
な
ら
ず
、

ア
ル
ザ
ス
が
単
独
に
代
わ
る
第
三
の
選
択
肢
と
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
さ
て
、
本
書
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
ア
ル
ザ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

詳
細
に
考
察
し
た
上
で
、
地
域
と
国
民
の
補
完
的
関
係
の
み
な
ら
ず
、
国
民

意
識
の
表
明
と
形
成
が
、
地
域
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ

た
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
優
れ
た
労
作
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
限
ら
れ

た
研
究
し
か
な
か
っ
た
ラ
イ
ン
危
機
を
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
、
後
の
ル
ナ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
論
争
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
議
論
が
そ
れ
窯
業
に
存
在
し

た
こ
と
を
示
し
た
の
も
本
書
の
功
績
に
数
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

意
義
を
認
め
た
上
で
だ
が
、
評
者
に
と
っ
て
や
や
食
い
足
り
な
さ
が
残
っ
た

こ
と
も
否
め
な
い
。
以
下
、
そ
の
理
由
を
二
点
記
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
本
書
は
、
既
述
の
と
お
り
、
ア
ル
ザ
ス
人
の
祖
国
は
フ
ラ
ン
ス

で
あ
っ
た
と
結
論
し
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
忠
誠
の
表
明
が
、
ア
ル
ザ
ス

内
の
対
立
を
後
景
に
追
い
や
る
よ
う
な
地
域
的
共
属
意
識
の
創
出
に
寄
与
し

た
と
述
べ
て
い
る
（
二
二
〇
頁
）
が
、
評
者
は
、
著
者
が
こ
の
点
を
強
調
す

る
あ
ま
り
、
ア
ル
ザ
ス
内
部
の
多
様
性
を
結
果
的
に
軽
視
し
て
い
る
印
象
を

受
け
た
。
確
か
に
、
そ
の
後
、
ク
レ
ベ
ー
ル
が
ア
ル
ザ
ス
人
の
記
憶
に
根
を

下
ろ
し
た
事
実
を
考
え
れ
ば
、
ク
レ
ベ
ー
ル
祭
に
関
し
て
は
そ
の
よ
う
に
事

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
著
者
は
、
既
述
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
形
成
を
め
ぐ
る
ア
ル
ザ
ス
内
の
諸
集
団
・
勢
力
の
見
解
の
相
違
に
加
え
て
、

言
語
問
題
に
起
因
す
る
「
フ
ラ
ン
ス
派
」
と
「
ド
イ
ツ
派
」
の
対
立
も
指
摘

し
て
い
る
（
四
－
七
頁
）
。

　
し
か
し
、
評
者
に
は
、
著
者
が
、
ア
ル
ザ
ス
内
の
ド
イ
ツ
派
の
見
解
を
少

数
意
見
と
み
な
し
（
一
一
二
二
頁
）
、
フ
ラ
ン
ス
派
の
見
解
を
自
ず
と
重
視
し

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
他
方
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
派
が
、
民
衆
に
対
す

る
ド
イ
ツ
派
の
影
響
力
を
恐
れ
た
こ
と
も
示
唆
さ
れ
て
お
り
（
一
七
〇
頁
）
、

著
者
は
ド
イ
ツ
派
の
見
解
に
も
い
ま
少
し
配
慮
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

か
。
と
い
う
の
も
、
例
え
ば
、
先
の
シ
ュ
ネ
ー
ガ
ン
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
を

門
母
国
」
と
言
い
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
恩
恵
を
肯
定
す
る
一
方
で
、
ア
ル
ザ

ス
を
「
わ
が
祖
國
」
と
呼
び
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
属
と
引
き
換
え
に
犠
牲
に

し
た
ド
イ
ツ
的
民
族
性
を
見
直
し
、
か
つ
、
フ
ラ
ン
ス
人
と
の
相
違
を
認
識

す
る
こ
と
が
、
ア
ル
ザ
ス
人
を
ア
ル
ザ
ス
人
た
ら
し
め
る
こ
と
に
な
る
と
述

べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
三
～
○
－
三
一
二
頁
）
。
換
雷
す
れ
ば
、
彼
に
と

っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
属
よ
り
も
ア
ル
ザ
ス
へ
の
そ
れ
の
ほ
う
が
重
要

で
あ
り
、
彼
の
ア
ル
ザ
ス
意
識
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る

こ
と
や
、
ド
イ
ツ
と
麗
離
を
置
く
こ
と
よ
り
も
、
ド
イ
ツ
的
異
質
性
を
認
識
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評刻聖

田

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
と
す
る
と
、

少
な
く
と
も
シ
ュ
ネ
ー
ガ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
著
者
の
言
う
よ
う
に
、
地
域

意
識
が
国
民
意
識
に
従
属
し
て
い
る
と
は
断
窓
口
で
き
な
い
し
、
彼
の
考
え
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ド
イ
ツ
帝
政
下
で
姿
を
現
す
自
治
主
義
の
萌
芽
に
も
見
え
る
。
以
上
は
、
著

者
の
ご
と
く
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
同
化
圧
力
に
対
す
る
｝
定
の
文
化
的
自
立

性
の
主
張
（
三
五
三
頁
）
と
言
う
だ
け
で
本
当
に
事
足
り
る
問
題
で
あ
ろ
う

か
。　
ま
た
、
以
上
に
加
え
て
、
民
衆
の
帰
属
意
識
に
は
ほ
と
ん
ど
言
及
が
な
い

こ
と
、
共
和
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
主
導
権
を
握
っ
た
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
、

ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
両
祭
典
が
、
ア
ル
ザ
ス
人
の
記
憶
に
持
続
的
な
影
響

を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
こ
と
（
二
八
六
、
三
四
五
／
三
四
七
頁
）
を
考
え
あ
わ

せ
る
と
、
本
書
が
考
察
し
た
三
祭
典
が
、
国
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
内
面

化
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
、
実
際
ど
の
程
度
貢
献
し
た
の
か

に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
が
残
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
但
し
、
革
命
・
帝

政
期
の
記
憶
と
結
合
し
た
フ
ラ
ン
ス
へ
の
帰
属
意
識
の
内
面
化
が
、
必
ず
し

も
自
然
に
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
共
和
派
に
よ
る
誘
導
を
伴
っ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
本
書
の
功
績
と
具
え
る
。

　
第
二
に
、
本
書
は
、
ド
イ
ツ
の
ア
ル
ザ
ス
観
は
詳
細
に
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
シ

ュ
ネ
ー
ガ
ン
ス
の
、
ア
ル
ザ
ス
人
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
外
国
人
だ
と
感
じ
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
と
い
う
言
葉
（
　
一
＝
一
頁
）
は
、
ア
ル
ザ
ス
に
対
す
る
フ

ラ
ン
ス
の
見
方
を
示
唆
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ザ
ス
観
は
、
ア
ル
ザ

ス
人
の
自
己
認
識
に
作
用
し
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
点
を
明
確
に
し

な
け
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
ア
ル
ザ
ス
の
「
ド
イ
ツ
性
」
を
、
フ
ラ
ン
ス
国

民
文
化
を
豊
か
に
す
る
要
素
と
し
て
許
容
し
え
た
と
い
う
著
者
の
結
論
（
三

五
四
頁
）
の
是
非
も
判
断
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
逆
に
、
ア
ル
ザ
ス
人
の
国
民
意
識
の
表
明
は
、
フ
ラ
ン
ス
国
民
意

識
の
形
成
全
般
に
全
く
何
の
影
響
も
及
ぼ
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
と
い

う
の
も
、
本
書
は
、
ド
イ
ツ
が
ア
ル
ザ
ス
人
の
支
持
を
得
る
た
め
に
は
、
ド

イ
ツ
統
一
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
発
言
を
取
り
上
げ
て
お
り
（
＝
二
九

頁
）
、
こ
の
こ
と
は
、
ア
ル
ザ
ス
の
フ
ラ
ン
ス
へ
の
支
持
表
明
が
ド
イ
ツ
国

民
意
識
を
強
め
る
働
き
を
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

意
味
で
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
ザ
ス
観
の
分
析
が
な
か
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま

れ
る
。

　
付
言
す
る
と
、
本
書
が
示
し
て
い
る
、
ア
ル
ザ
ス
が
仏
工
交
流
の
場
と
な

っ
た
事
実
も
、
ア
ル
ザ
ス
の
自
己
規
定
、
例
え
ば
、
仏
心
の
調
停
者
と
い
う

使
命
、
と
無
関
係
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
も
し
、
以
上
の
点
に
関
し
て
、
い
ま
少
し
立
ち
入
っ
た
考
察
が
な
さ
れ
て

い
れ
ば
、
著
者
も
書
及
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
流
動
性
や
多
義
性
（
～

二
－
一
三
頁
）
、
及
び
、
複
数
の
次
元
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
錯
綜
と
背

反
が
よ
り
鮮
明
に
描
き
出
さ
れ
、
本
書
の
意
義
を
さ
ら
に
高
め
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
評
者
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
書
が
、
一
九
世
紀
前
半
の
ア
ル
ザ
ス
の
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
一
端
と
、
そ
の
研
究
対
象
と
し
て
の
魅
力
を
提
示
し
た
こ
と
に
疑

い
の
余
地
は
な
い
。
本
書
が
刺
激
と
な
り
、
当
該
時
期
・
分
野
の
研
究
の
み

な
ら
ず
、
広
く
地
域
と
国
民
の
関
係
を
め
ぐ
る
研
究
が
深
化
す
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
、
筆
を
欄
き
た
い
。

①
　
ド
イ
ツ
に
関
し
て
は
、
以
下
が
研
究
動
向
を
整
理
し
て
い
る
。
西
山
暁
義
コ

　
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
国
民
国
家
」
と
「
地
域
」
…
近
年
の
欧
米
の
研
究
か

　
ら
一
」
噸
共
立
国
際
文
化
㎞
二
四
（
工
○
〇
七
）
、
五
七
…
八
過
頁
。

（705）le3



②
こ
の
論
争
に
つ
い
て
は
、
E
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
宇
京
頼
三
曹
）
『
ア
ル
ザ
ス

　
の
書
語
戦
争
幅
白
水
社
、
一
九
九
陰
、
八
五
－
九
二
頁
。

③
残
念
な
が
ら
、
L
・
シ
ュ
ネ
…
ガ
ン
ス
と
、
ド
イ
ツ
帝
政
下
で
ア
ル
ザ
ス
の
自

　
治
運
動
を
担
っ
た
A
・
シ
ュ
ネ
ー
ガ
ン
ス
の
関
係
は
評
者
に
は
突
き
止
め
ら
れ
な

　
か
っ
た
。
も
し
両
者
の
関
係
が
判
明
す
れ
ば
、
自
治
主
義
の
源
流
が
　
九
世
紀
前

半
に
見
ら
れ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
A
・
シ
ュ
ネ
ー
ガ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、

市
村
卓
彦
『
ア
ル
ザ
ス
文
化
史
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
二
、
　
二
三
一
頁
。

（
》
の
O
ず
Φ
ゆ
鳥
O
誌
く
Φ
「
置
α
q
．
ζ
d
5
ω
け
Φ
円
N
O
一
ρ
×
H
押
ω
Q
Q
H
ψ
■
円
d
幻
卜
⊃
Φ
b
O
I
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
甲
南
大
学
非
常
勤
講
師
）

104 （706）


